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　多様な人材を経営に活かすダイバーシティ推進を重要な経営戦略に位置付ける日本企業
が増えている。しかし、この経営戦略を現場に落とし込もうとすると、様々な課題にぶつ
かり頓挫してしまう企業も少なくない。本書は、中央大学大学院戦略経営研究科に産学共
同研究として設置した研究プロジェクトの一環として取りまとめた「シリーズ　ダイバー
シティ経営」（全 6巻）の総論である。本シリーズは、プロジェクトを通じて実施してき
た実務家との議論を踏まえてテーマや内容を検討したものであり、現場の実務の方にも有
益な情報を提供することを意図している。
　本書は、ダイバーシティ経営の基本を押さえつつ、日本企業が直面する課題に対し、内
外の研究を参照しながら課題解決の考え方を整理するための内容を盛り込むという構成を
意識しており、ダイバーシティ経営のテキストとして提供している点に特徴がある。本書
の特徴として、特に以下の 2点を指摘したい。
　第 1に、多様な人材に活躍の機会を提供するためには、人事管理システムの改革が必
要なことについての明確な課題意識をもってアプローチした点である（第 3章）。雇用シ
ステムの議論において、日本企業の「メンバーシップ型」から、西欧企業の「ジョブ型」
への変革の必要性を指摘する議論を多く見かけるようになった。しかし、そうした議論に
おいて、両者の本質的な違いについて十分吟味しないままに、「ジョブ型」への移行の必
要性のみが指摘される論調が目立つ。本書では、「メンバーシップ型」と「ジョブ型」の
違いの本質は、企業の人事権の所在やそのあり方にあるとして、両者をダイバーシティ経
営の視点から比較検討し、人事部門が包括的な人事権をもつ「企業主導型キャリア管理」
から、「企業・社員調整型キャリア管理」への移行を提案する。
　第 2の特徴は、ダイバーシティ経営下の従業員像の変革を見据えた議論が展開されて
いることである（第 5章）。ダイバーシティ経営推進上の重要なポイントとして、経営層
のコミットメントや職場マネジメントなど、組織側の課題が取り上げられることが多い。
しかし、多様な人材が能力を発揮し企業価値につなげるためには、従業員サイドにも意識
や行動の変革が求められるという問題意識を設定した。従業員に求められる重要な役割と
して、個人がユニークな存在として独自性を発揮すること、現状にとどまらずに自身の多
様性を拡張しようとするマインドセットを持つこと、をあげている。同質性や他者との協
調性に重きを置いてきた日本の組織において、従業員に変革を促すためには「自律性」を
従業員に求める明確な意図が重要となる。ダイバーシティ経営の観点から自律的なキャリ
ア形成の必要性や課題が議論されている。
　本シリーズでは、働き方改革、管理職の役割、女性のキャリア、育児や介護との両立の
テーマも取り上げており、一緒に読んでいただけると幸いである。
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